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日韓共同理工系学部留学生プ ロ グ ラ ム報告
(2007 年 4 月 ，._ 2008 年 3 月 )
1 は じ め に
副島健治
1998 年， 当 時 の 小湖恵三 日 本国 総理大 臣 と 金大 中韓国大統領 に よ る 日 韓首脳会議が行 わ れ， 21 世紀
に 向 け た新 た な 日 韓パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 構築す る と の 共通 の 決意を宣言 し た が， こ の 合意 に基づ き ， 具
体 的 な 行動計画 と し て 「 日 韓共同理工系学部留学生事業」 が立 ち 上 吠 ら れ た 。 こ の 事業は韓国 で選抜 さ
れ た 高校卒業生 を留学生 と し て 日 本の 国立大学の 理工系学部が受 け入れ る プ ロ グ ラ ム で あ る 。
1999 年 に 第一期生 の 募集 が 開始 さ れ た。 富 山 大学で は こ の プ ロ グ ラ ム に よ り こ れ ま で の べ 7 人 を 受
け 入 れ て き た。 本学 に 配置が あ っ た 年度 は 2001 年度， 2003 年度， 2004 年度， 2006 年度で あ っ た。
2001 年度 (第 2 期生) 4 人 2003 年度 (第 4 期生) 1 人
2004 年度 (第 5 期生) 1 人 2006 年度 (第 7 期生) 1 人
2 本事業 に よ る 大学への学生配置に ついて
計 7 人
各大学へ の 配置 は 応募 し た 日 本留学希望生徒が 「志望調査」 で ど の 大学を望ん だか に よ り ほ ぼ決定 さ
れ る 。 し た が っ て 受 け入れ よ う と す る 日 本の 国立大学 は ， 自 大学が留学希望者の 希望大学 と し て 選 ば れ
る よ う に 努力 す る こ と が求 め ら れ る 。
富 山 大学 の 理 ・ 工学部 の 受 け 入 れ可能数 は 各学科の 合計人数 で 16 人 (2007 年) で あ っ た が， 結局，
上記の よ う に 2007 年度の 配置 は な か っ た。
3 富山大学配置の本プロ グラ ムの学生の様子
2 期生 は す で に 卒業 し 大学院を経て ， 現在 は 日 本 あ る い は韓 国 で社会人 と し て 活躍 し て い る 。 4 期生
も 学部 を 卒業 し ， 現在 は 本 学 の 大学院で研究 を 続 け て い く 予定 で あ る 。 し か し な が ら 、 2009 年か ら 兵
役 に 入 る こ と も あ り ， 研究の 継続 と 将来 の 就職で不安を抱え て い る こ と も 事実で あ る 。 現在の 本 プ ロ グ
ラ ム の 学部在籍者 は 5 期生 ( 1 人) と 7 期生 ( 1 人) の 計 2 人で あ り ， 富 山 大学 の 学生 と し て勉学 に 励
ん で い る 。
4 日 韓共同理工系学部留学生事業受入方法検討ワーキ ン グ ・ グループ
4. 1 構成員
日 韓共 同理工系学部留学生事業 の プ ロ グ ラ ム を 円滑 に 遂行す る た め、 「 日 韓共同理工系学部留学生事
業受入方法検討 ワ ー キ ン グ ・ グル ー プJ (以下 「 日 韓 WGJ と す る ) が 2001 年 4 月 に 立 ち 上 げ ら れ， 現
在 に 至 っ て い る 。 2007 年度 の メ ン バ ー は 石川 義和 (理学部) ， 宮武滝太 (工学部) ， 加藤扶久美 (留学
生 セ ン タ ー) ， 深津 の ぞみ (留学生 セ ン タ ー) ， 飯野 る み子 (学生支援課留学支援室) の 5 人で構成 さ れ る 。
4.2 ミ ーテ ィ ン グ
2007 年度 は以下の よ う に ， 日 韓 WG の ミ ー テ ィ ン グが 2 回持 た れ た。
2007 年 5 月 28 日 (月 ) 9:45-10:45 
第 17 回 日 韓 WG ミ ー テ ィ ン グ
砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 4 期生 の 進学 に つ い て 報告 さ れ た 。
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砂 7 期生 の 入学後 の 様子 に つ い て報告 さ れ た 。
砂 日 韓 プ ロ グ ラ ム 概要パ ン フ レ ッ ト の 作成 に つ い て 審議 さ れ た。
砂 日 韓共同理工系学部留学生事業協議会 (大阪大学主催) 参加 に つ い て 審議 さ れ た 。
2007 年 8 月 24 日 (金) 10:30-12 :00 
第 18 回 日 韓 WG ミ ー テ ィ ン グ
惨 日 韓共 同理工系学部留学生事業協議会 (大阪大学主催) 参加 に つ い て 報告が あ っ た。
砂 秋 に 実施 さ れ る 日 韓 プ ロ グ ラ ム 推進 フ ェ ア へ の 参加 お よ び準備 に つ い て 検討 し た 。
砂 日 韓 WG の 位置づ け に つ い て 審議 さ れ た。
5 日 韓共同理工系学部留学生事業推進フ ェ アへの参加
2007 年度 は以下の通 り 開催 さ れ た 。
日 時 : 2007 年 9 月 1 日 (土) 9 :30-17 :00 
場所 : 韓国 国 際教育振興院 (Seoul 特別市鐘路区東崇j同 181)
本学か ら は加藤扶久美 (留学生セ ン タ ー ) ， 石井雅博 (工学部) ， 飯野 る み子 (学生支援課留学支援室)
が参加 し ， ま た 本事業で富 山 大学 に 留学 中 の 学生 (朱夏淵) も ボ ラ ン テ ィ ア で手伝 っ た。
フ ェ ア の 日 程 と し て は， 午前 は説明会な ど の プ ロ グ ラ ム が実施 さ れ， 午後 は事業 の 第 9 期採用 予定者
を 対象 と し て 各参加大学の ブ ー ス で通訳 を 介 し て説 明 が行わ れ た 。 本学の ブ ー ス へ は 12 人の 訪 問 が あ っ
fこ。
6 おわ り に
こ れ ま で， 富 山 大学 と し て 本事業 に よ る 韓国人留学生が配置 さ れ る よ う に 努力 し て き た。 2007 年 2
月 に 本 プ ロ グ ラ ム の 中 間報告 『富 山 大学 に お け る 日 韓共同理工系学部留学生事業実施 中 間報告書』 が 日
韓 WG に よ っ て 出 さ れ た が， そ の 中 に も ， 配置学生数が伸 び悩 み， 本学で の プ ロ グ ラ ム 実施が必ず し
も 順調 で な い こ と が報告 さ れ て い る 。
本事業 は 10 年計画で 開始 さ れ た プ ロ グ ラ ム で あ る 。 も し そ の 通 り だ と す れ ば， 間 も な く 終了 す る こ
と に な っ て し ま う が， 継続が議論 さ れ て い る よ う で あ る 。
今 日 ， 例 え ば 中央教育審議会 に お い て 「留学生 30 万人計画」 が策定 さ れ， す で に 具体的検討段階 に
入 っ て い る よ う に ， 大学教育 の グ ロ ー パル化の趨勢の 中 に お い て ， 本事業 は継続 さ れ る こ と は必然です
ら あ る と 言え よ う 。 ま た， 国 際戦略 の 観点 か ら 将来 の 大学像を視野 に 入れ た 本学 と し て の 積極的 な 取 り
組み が さ ら に 望 ま れ る こ と は言 を 侠 た な い。
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